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Abstract

The purpose of this study is to clear the tendency and problem of dance studies to survey

the past relational studies published in magazines of higher educational organization from

1950､s to 2000､s in Japan. In this work, all studies were looked up in NII scholarly and academic

information navlgatOr.

The result of this study may be summarized as follows.

①　According to the classified list of dance studies designed by Prof. KATAOKA Yasuko,

all studies were classified. The result of classification made two characteristic tendencies

cleared. One is the gradual extension of field on dance studies. From 1950､s to 1960､s dance

studies were lea°ed by studies in dance education, dance arts, dance presentation and so on.

Since 1970's dance studies were extended to studies in dance history, dance sociology, dance

anthropology, and dance psychology. The other is the large in quantity of studies in dance

education. Especially the latter characteristic is remarkable in dance studies because studies

in dance education have always been the nucleus of dance studies.

②　To clear the problem of dance studies, this study attended to studies in dance education on

school physical education. According to the classified list of studies in pedagogy of physical

education designed by Prof. TAKAHASHI Takeo, relational studies were classified. Prof.

TAKAHASHI classified studies in pedagogy of physical education by practical studies,

theoretical studies, and hndamental studies. As a result of classification, the amount of

practical studies was ranked first, hndamental studies were ranked second, and theoretical

studies were ranked third. In the classified list of studies in pedagogy of physical education,

theoretical studies have a role of mediation between practical studies and fundamental

studies. It could be considered that the small in quantity of theoretical studies indicate the

lack of consistency on studies in dance education on school physical education. Therefore

the accumulation of theoretical studies was brought forward as a problem on dance studies.
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1.はじめに

舞踊1)は､長い人類の歴史の中で時代ととも

に多彩な変遷を遂げてきた｡我が国では､伝

統舞踊と呼ばれる歌舞伎舞踊､上方舞､能と

いった古典芸能や､念仏踊り､盆踊り､風流

踊り､神楽といった民俗芸能だけではなく､

明治期以降､海外より移入されてきたバレエ､

モダンダンス､ジャズダンス､コンテンポラ

リーダンス､タップダンス､社交ダンス､フォー

クダンス､フラメンコ､フラダンス､エアロ

ビクスダンス､スト1)-トダンスなど､今日

の舞踊は一つの文化としての地位を確立する

に至っている｡現在､ ｢踊る｣｢みる｣といっ

た舞踊-の関与形態に関わらず､また老若男

女を問わず､人々が何らかの形で舞踊に揺す

る機会は多様化している｡

このように舞踊文化が拡がりをみせる一方

で､舞踊に関する初期的研究は主として体育

学を中心に､芸術学､文学で展開され､多く

の研究成果が蓄積されてきた｡舞踊研究の歩

みをおおまかに概観すると､体育学において

は｢ダンス｣が教科体育の実技種目に含まれ

ていることから､創作系実技とその指導法に

関連する研究が､芸術学ではバレエやモダン

ダンス､歌舞伎の実技とそれにまつわる表象

理論に関連する研究が､文学においては､能､

歌舞伎､民俗芸能等の伝統舞踊を対象とした

研究がなされてきたという2)｡近年では､舞踊

を心理療法に活用するダンス･セラピーに関

する研究､文系研究者と理系(情報系)研究

者の共同によるモーションキャプチャ･シス

テムを利用した､舞踊の身体動作そのものの

デジタルアーカイブ化とデータ解析を目的と

した研究が積極的に行われるようになり3)､舞

踊を対象とする研究は体育学を構成する専門

諸科学とその親科学および隣接諸科学-と多

様な拡がりを見せてきている｡

また､舞踊研究の推進母体となる学術団体

の動向に注目してみると､ 1950年に設立され

た｢日本体育学会｣が我が国の舞踊研究が初

めて研究発表と討議の場を共有する場を提供

し､学際研究の場として諸科学の研究手法を

用いた舞踊の探求がなされた｡その多くは舞

踊教育に関する研究であり､その大きな要因と

して舞踊が体育の教材として取り入れられ4)､

定着してきたことが考えられる｡その後1976

年に舞踊学研究を専門とした我が国初の学会

｢舞踊学会｣が､ 1996年には｢比較舞踊学会｣

が設立され､舞踊の専門的な研究発表の場と

して活発に活動されるようになるにつれ舞踊

研究はより専門性を増し､量的拡大､質的向

上が顕著にあらわれてきた｡

このような舞踊研究の可能性とそれをとり

まく環境が進展をみせていくなかで､本研究

では今後より一層の研究蓄積が見込まれる舞

踊研究について､領域的な拡がりを包括的に

把握し､また舞踊研究を専門とする研究者の

興味･関心を把捉することを目的として高等

教育機関(大学･短期大学･高等専門学校)

で発行された学術雑誌に掲載された論文に注

目し､舞踊研究の動向を把握してその結果か

ら舞踊研究の今後の課題を導き出すことをね

らいとする｡

2.先行研究の検討

我が国において舞踊研究の多様化が進むな

かで､舞踊研究の動向をとりまとめた研究が

数点発表されてきた｡その端緒は松本が日本

体育学会における第1回大会から第20回大会

(1950年～ 1969年)までの舞踊研究発表の動向

を谷村が設定した体育学研究分類文献目録5)を

参考にまとめたものである(表1) 6)｡この研
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表1.松本による舞踊学の体系

(松本千代栄:舞踊学の動向　学校教育の側面から｢舞踊学｣創刊号､舞踊学会､ 1978､ p.7より

転載)

内容 

演技 ��y�ﾈ�ｵｨ�"�

舞踊 儖ﾂ驟�Hｧ)[h峇�

舞踊史 佗ﾈ��j��ﾒ�

教育史論 兀�w綾8支ｻ8ﾝ韆｢�

創作 ��鞐ﾈ謌ﾈ9�鞐ﾈ暹/i�鞐ﾈ�&87��ｸ5�6鳴�6X4"�

作lr"1. 坪益�萎ﾉV俔ﾉ�"�

鑑賞 仭8ｭH�8�ｸ488��ｸ5x,i:�*ｸ488��ｸ5x,h��ﾈﾞﾉV儷ﾙ�b�

運動技術 �(��粨ｿ8ｭHｮ馮ｸ暮:頡ｸ�:�*ｸ,ﾈ8ｨ5�8��7H8ﾈ�ｸ5��

学習指導 冕�るj��ﾘﾇﾉEﾈ7H4��ｸ4粨5�985蔚ﾈﾋｲ�8ｨ5�8�冰h-��鞐ﾂ�

治療 兀�w�5ｨ8�7(42�

音楽 ��鞐ﾉKｩ�B�

用語 丼ID�ｴｸﾟ駅�ﾎｨｮ餃��

表2.細川･松本による舞踊学の体系

(細川江利子･松本千代栄: ｢モダンダンス｣理論とその周辺領域｢舞踊学｣第13号､舞踊学会､

1991､ p.20より転載)

1 兀�w��

演技(演技.身体) 

舞踊史 

舞踊教育論.史 

舞踊批評 

2 ��鞐ﾉ(R�

創作過程 

作品(テーマ.構造) 

動き(基本運動.習熟.リズム) 

鑑賞(イメージ.動き.柿.鑑賞者) 

音楽.照明他 

3 倡y;�d��

4 �5�985り5ｨ8�78�ｲ�

障市 

用語 

研究動向 

5 冕��ﾒ駛���Y�w��什交ダンス.ジャズダンス.エアロビクス 

幼児のリズム.表現運動 

表3.小森による舞踊学の体系

(小森恭子:戦後の学校教育における舞踊教育研究の動向と特徴-国立大学紀要論文を中心に｢高
知大学教育学部研究報告第-部｣ 36号､高知大学教育学部､ 1984､ p189より転載)

1.原確 兀�w�4隗r餾�w碓ﾈｧr餾�w域｢霆8支譴霆8孜�韲��怨��

2.発達 �8ｨ5�8�ｫB�8ｨ5�8�&ﾘｦ�ﾆ��B雍�Eﾂﾈ暮:颱ﾉ|ﾒ靂8ﾎ｢�8ｨ5�8�Kﾘ吮餠ﾈﾋｹEﾉ|ﾒ�

3.運動技術 ��:饂ｩ�ﾒ�

4.普.音楽 ��,ﾈ��+"�8ｨ5�8�,�.h.�488��ｸ5r陋�*｢��(*h.�Xｻ��

5.I?'=習指導 倡y;�d�NHｧ"駢i�hｧx��

6.創作 ��鞐ﾈ�&2�7��ｸ5ﾈ6�8ｨ6X4"��鞐ﾈ暹/b�>�vX,i�y_ｲ��I7り5�5�6(6���hｻｲ�

7.作品 俥ﾉV俔ﾉ�"�

8.鑑賞 仭8ｭIGｩ�b鞐ﾂ謦ﾄ帝Uﾙ.りｫH�陋��

9.民俗舞踊 冕�4��

10.古典舞踊 僞ﾂ���帝Y�ｧ��
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表4.舞踊学の体系

(片岡康子:舞踊研究のあゆみと舞踊学の体系『舞踊学講義』大修館書店､ 1991､ p.157より転載)

(1)舞踊そのものに関する一･般理論の体系

舞踊美学.芸術学 兀�w怨ⅹvﾈ��HﾞﾉV刔ⅸ�ｵｩ�H��)�Hﾞﾈ彿�I�y�ﾉ�IN�Uﾙ�Hﾇﾉ�I�9��

舞踊史学 丿YY�w榎ﾈ刺,ﾉ��讙I�ﾉZ域ｩ9��

舞踊社会学 侏ｹ�8��檍,iY�w�,ﾈｴ�EﾊH��檍ﾗ9:�,h+X,H,ﾉY�w�9��

舞踊人類異学.民族舞踊学 丿Yj���駛��ﾘ,ﾉY�w蟹NHｧ)Y�w�9��

舞踊心理学 �5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x99�I�y�X.るUﾈ�粳Uﾈﾋ驟�9��

舞踊教育学 兀�w綾8支輅�ｪIY�w綾8支讙IY�w綾8孜�盈ｩUzHｧx�>�vZH4ｨ8ｨ4ﾈ8X8�8�I_ｹd��9鋳�

(2)理論体系の実際的適用に関する応用領域

舞踊[二演法 ��YWB靱ﾉ�ﾉd��乂俔ﾉ�ﾈ/�ｭﾈ-笞H��d����ZIOﾈ��H�k�9�/�ｭﾈ-笞H�ｵｩd�HｴﾉX嬰�9��

舞踊療法 �5�985り5ｨ8�78�ｺBﾘ8ｸ5り5�4�I�y�ﾉ+)�馘�9��

究を下敷きとして細川･松本が新たに分類設

定(表2)を行い､日本体育学会の第21回大

会から第28回大会(1970年～1989年)までの

舞踊研究発表の動向を整理し7)､これを受け継

ぐかたちで寺山が細川･松本が提示した分類

設定に従って1990年から1996年にかけて日本

体育学会の機関誌｢体育学研究｣に掲載され

た舞踊関連研究の動向をまとめている8)｡

日本体育学会以外の舞踊研究の動向をとり

まとめたものとして､小森は松本が提示した

分類設定に変更を加えて(表3)全国の国立

大学の中から教育学部､保健体育専攻の大学

院を有する54大学を選択し､各大学発行の紀

要に掲載された舞踊研究の動向を整理してい

る9)｡

また片岡はアメリカの代表的な舞踊学会

｢Congress on Research in Dance(CORD)｣の

機関誌｢Dance Research Journal(DRJ)｣に注

目して､自らが考案した舞踊学の体系10)に基づ

き同誌に1980年代に掲載された論文の検討か

ら当時のアメリカにおけるモダンダンスとバ

レエに関する研究動向を概観し11)､その後に新

たに舞踊学の体系を整理している(表4)｡さ

らに遠藤は1990年代以降に我が国で学問的基

盤を形成していった舞踊人類学の国際動向に

ついて､アメリカとヨーロッパで取り組まれ

た当該領域に関する研究論文およびそこから

派生した研究論文に限定し､草創期､確立期､

転換期の3区分から各時期の両地域における

研究の特色をまとめている12)｡

1990年代までの舞踊研究の動向をまとめた

以上の先行研究では当該時代の舞踊研究の広

がりを網羅することを意図して様々な分類設

定が試みられている｡この延長線上で舞踊研

究の著しい多様化傾向がみられる2000年代に

ついても射程に入れた本研究では､片岡が提

示した舞踊学の体系(表4)が近年の舞踊研

究の広がりとして顕著な社会学研究､人類学

研究､心理療法研究を網羅できるものと判断

し､片岡による舞踊学の体系に依拠して本論

を展開していく｡

3.高等教育機関発行雑誌における舞踊研究

の動向

日本における舞踊研究の動向を明らかにす

るために､国立情報学研究所･論文情報ナビ

ゲーターシステム｢CiNii｣の雑誌記事索引で､

論題名の項目に｢舞踊｣ ｢ダンス｣をキーワー

ドとして表示された論文(舞踊:9236件､ダ

ンス:12916件)のうち､ 2008年3月までに高

等教育機関で発行された紀要､年報等の学術

雑誌に掲載された舞踊関連論文(1212件)に

限定して舞踊研究の動向を探った｡分類領域

は表4のとおりである｡
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表5.高等教育機関発行の学術雑誌における舞踊関連論文の領域別分類数

舞踊そのものに関する一一一般理論の体系

1950年代 ��田�D��2�1970年代 ��塔�D��2�1990年代 �$����ﾈ����#��吋�8ﾈ�-ﾈ,R�合計 

舞踊美学. 芸術学 �2�12 ��r�17 鼎b�65 ��c��

舞踊史′li/: ��4 迭�17 �#B�55 ���R�

舞踊社会学 ��2 ���6 ��2�12 �3B�

舞踊人類学. 民族舞踊/-iJ: ��7 ��ｳ��21 �#��32 涛��

舞踊心理学 ��9 �#2�35 鼎��37 ��CR�

舞踊教育学 ��8 �#r�59 鉄r�50 �#���

合計 �2�42 塔2�155 �#���251 都3R�

理論体系の実際的適用に関する応用領域

1950年代 ��田�D��2�1970年代 駐塔�D��2�1990年代 �#���D��ﾈ����#��吋�8ﾈ�-ﾈ,R�合計 

舞踊上演法 ��8 �#��35 鉄r�43 姪cB�

舞踊療法 �� �� 澱�21 �#r�

舞踊教育法 �2�22 �3R�51 涛��85 �#ッ�

合計 �2�30 鉄b�86 ��S2�149 鼎sr�

この分類体系から舞踊研究の動向を年代別

にまとめたのが表5である｡ ｢CiNii｣の雑誌記

事索引からは､高等教育機関で発行された学

術雑誌において1953年に舞踊美学に関するも

ので劇作家であるウイリアム･バトラー･イェ

イツの舞踊詩劇と日本の能について検討した

ものを端緒とするが､ 1950年代の論文件数は

極めて少ない｡そこで以下､舞踊研究が本格

的に始動する1960年代を筆頭として各領域別

に舞踊研究の動向をまとめていく｡

(1)舞踊そのものに関する一般理論の体系

(舞踊美学･芸術学)

1960年代は現代舞踊の美学についての様式

論に関するものが多かったのが､ 1970年代に

入りモダンダンスやポストモダンダンスの概

要をまとめたものをはじめ､舞踊の構造論､

基礎理論に関するもの､舞踊美学的立場から

舞踊の本質を論究したものが多数確認された｡

1980年代は1970年代とそれほど研究数に変動

はないが､新たな研究展開として現代舞踊論
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を中心とした身体表現の概念を検討したもの

があげられる｡ 1990年代は1980年代との比較

で3倍近くに論文数が増したことが特筆される

ところである｡モダンダンス論をはじめ､舞

踊と身体､舞踊作品の物語性や言語的解釈､

舞踊の意味形成等､文学､哲学の領域から表

象文化論的な研究が多く展開されるように

なった｡ 2000年代には､美学､文学､哲学か

らの身体論的､表象文化論的アプローチが活

発化し､ 1990年代の延長線上で様々な舞踊像､

舞踊論が提唱され､振付家による舞踊思想や

作品批評論､コンテンポラリーダンス論といっ

た研究がとりわけ増加している｡

(舞踊史学)

1960年代は古代中国の舞踊を対象とした研

究､ワルツの研究が確認され､ 1970年代は

1960年代に引き続きワルツの研究に加えて日

本舞踊史が研究されている｡ 1960年代･ 1970

年代とも論文件数的には大して変動は無いが､

1980年代になると研究数が3倍に増え､モダ

ンダンスの歴史や人物思想史､キリスト教の



舞踊史､琉球舞踊の歴史､日本の現代舞踊の

成立過程､アメリカ黒人のダンスやジャズダ

ンスの歴史等､研究内容においても拡がりを

見せた｡ 1990年代では､日本をはじめハンガ

リー､ブラジル､イタリア､アメリカの舞踊史､

パリ万国博覧会におけるジャワの舞踊と音楽

の関係性､アール･ヌーヴオー期における舞

踊の服装史など､空間的にも時間的にもさら

に研究の拡がりを見せ､ 2000年代にはいりド

イツ表現主義舞踊､戦後日本のモダンダンス

史､ルネサンス期の舞踊史､民俗芸能史など､

当該領域の進捗が極めて著しい状況にある｡

(舞踊社会学)

1960年代は欧米の舞踊家の渡来が日本の舞

踊界に及ぼした影響を検討されたもの､フォー

クダンスと社会性の関係についてまとめたも

の､ 1970年ではヨーロッパにおけるメイ･デー

でのダンスの意味等が検討されている｡ 1980

年にはいると論文件数が3倍以上に増え､生涯

スポーツの枠組みから手がけられたダンス､

エアロビクスダンスインストラクターの現状､

創作ダンスクラブの発足と活動についてまと

めたもの､またエアロビクスダンスやディス

コダンスを代表とするアメリカの若者ダンス

を考察したものが確認される｡ 1990年代には､

東アジアにおける現代舞踊の諸問題､生涯学

習社会におけるダンス活動の意義と課題､舞

踊家と舞踊公演に着目して日本における現代

舞踊の特色を浮き彫りにしたものが確認され､

2000年代では､中国の舞踊における現代性や

都市の民族舞踊をモチーフとして､舞踊のボー

ダレス化の実態解明に取り組んだ研究､日本

におけるダンス教室参加者の継続要因､フォー

クダンスサークルにおける会員間のネット

ワークの変化､ダンス公演のミニシアターに

関する研究など､マネジメント的研究が新た

に胎動した｡ 1960年代から2000年代までを通

覧して論文件数は若干増えてはいるものの､

他領域に比べると研究が停滞していることは

否定できない｡

(舞踊人類学･民族舞踊学)

1960年代は舞踊の民族的表現や､アイヌの

民俗舞踊について考察したもの､岡山県の

盆踊りの舞踊表現に注目したもの等があり､

1970年代は1960年代とそれほど研究数に変動

はないが､琉球舞踊とインド舞踊の動作比較､

アイヌの舞踊､トルコ､イングランド､ポー

ランド､バリ等の民族舞踊､舞踊文化として

の盆踊りの考察など､文献資料が主ではある

が研究対象の地域的広がりを見せた｡ 1980年

代にはいると日本の伝統芸能である歌舞伎や

能､中国ヤオ族､南タイの舞踊､ギリシャや

トルコの伝統舞踊､アジアとアメリカの比較

舞踊研究等､ 1970年代に比べて3倍近く研究件

数が増加した｡ 1990年代には､件数こそ1980

年代より若干減少したものの､中国や韓国･

東南アジアの舞踊と日本の舞踊を比較検討し

たもの､アフリカの舞踊研究等が取り組まれ､

フィールドワークに基づいた研究が本格化し

ている実態が確認される｡ 2000年代は1990年

代よりも論文件数が増え､バリ島仮面舞踊劇､

東スロヴァキア地域の民俗舞踊など､従前に

注目されてこなかった地域(東ネパール､パ

プアニューギニア､北朝鮮､フィリピン等)

の研究が進展し､研究フィールドが著しく拡

大している｡

(舞踊心理学)

1960年代は舞踊空間形成における表現性に

ついて論究したものや､舞踊表現のテーマに

よる内容分析を主眼とした舞踊鑑賞に関する

研究が取り組まれている｡ 1970年代は研究件

数が3倍以上に増え､舞踊の鑑賞構造に関する
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研究が多数を占め､その他に舞踊の創作過程

における思考内容と運動の関係､動きの感情

価に関する研究､舞踊認知の意味論的研究､

舞踊運動における意味とその美的伝達性に関

する研究等が取り組まれている｡ 1980年代に

はいると舞踊作品と鑑賞者との意味づけに関

する研究が1970年代以上に圧倒的に多く見受

けられた｡その他､創作活動におけるコミュ

ニケーション論､動きとイメージに関する研

究や表現性に関する研究が認められた｡ 1990

年代は従来どおり舞踊作品と鑑賞者を対象と

した研究が多いが､その他､舞踊作品からだ

けでなく伴奏音から舞踊鑑賞に与える影響等､

音楽をも対象に取り込んだ研究が進展した｡

舞踊の感情伝達に関する研究､ダンス刺激と

心理的音楽反応など､研究手法が著しく進展

した研究が多く見受けられたのもこの時代の

特色である｡ 2000年代にはいると3次元動作解

析による感情表現動作の分析､多変時系列解

析など､高度なコンピュータ性能技術を駆使

した研究が目立つようになり､動きとボディ･

イメージに関する概念､体感による動きの感

情価などが明らかにされている｡その一方で､

1990年代まで舞踊心理学領域の中心に位置し

ていた舞踊作品と鑑賞者に関する研究は減少

傾向を示した｡

(舞踊教育学)

1960年代には学校ダンスの存在意義につい

て論じたもの､創作舞踊の教育的価値を見出

そうとしたもの､学校ダンスと｢型｣につい

て研究したもの､戦前･戦後の舞踊教育を比

較検討したものが認められるが､ 1970年代に

は1960年代よりも4倍近く論文件数が増加し

た｡内容的には､舞踊の教育的意義､体育科

における舞踊の位置づけ､学校教育における

舞踊のあり方､学校舞踊の創作に関する諸間

題､舞踊教育の理念､学校ダンスの実態と問

題点など研究対象が多岐にわたり､とりわけ

舞踊教育思想や教育論に関するものが1960年

代に比べて多く確認される｡ 1980年代は1970

年代に比べてさらに論文件数が倍以上に増え､

ダンスの男女共修に関する研究､日本やアメ

リカの舞踊教育史､各国の舞踊教育カリキュ

ラムに関する研究､舞踊表現の題材や教材に

関する研究､舞踊課題に関する研究､創作舞

踊における発表会の教育的意味､指導法の問

題､体育と舞踊教育についての問題点等の研

究が見受けられた｡ 1970年代に多数を占めた

舞踊教育思想に代わり､ 1980年代に入ると指

導論､カリキュラム､学習内容へと研究の基

軸がシフトしていったことが特徴的である｡

1990年代では1980年代と比べて論文件数的に

変容はないが､従前より研究が蓄積されてい

る舞踊の指導法の問題､国別のカリキュラム

比較とともに､教員養成課程や大学教養教育

における舞踊教育の位置づけ､ダンスの男女

共修に対する教員の意識を調査したものなど､

舞踊教育における当該時代の中心課題が様々

な角度から検討されている｡ 2000年代にはい

ると研究の視点が多様化し､ジェンダー論か

ら男女共修のダンス学習に注目したもの､民

族舞踊のカリキュラム化や養護学校へのダン

ス授業導入に関する研究といったものがその

代表例としてあげられる｡ 1960年代から2000

年代における舞踊そのものに関する一般理論

の体系の論文総数を見ると､舞踊教育学が735

件中201件と最も多く､舞踊そのものに関する

一般理論の体系から考えるに､舞踊教育学が

舞踊研究の中心的位置を確保してきた実態が

認められよう｡
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(2 )理論体系の実際的適用に関する応用領域

(舞踊上演法)

1960年代は舞踊作品について分析したもの､

舞踊作品を創作する上で必要とされるリズム

や音楽について検討したものが最も多く確認

され､ 1970年代にはいると舞踊の伴奏音楽に

関する研究､日本舞踊やモダンダンスの作品

分析をはじめ､新たに舞踊創作の過程や空間

形成の変容に関する研究が試みられている｡

1980年代は1970年代と同様に作品分析､舞踊

創作過程に関する研究が多々見られたが､そ

れに加えて舞踊記譜法14)に関する研究も取り組

まれるようになった｡ 1990年代は1980年代と

同様に作品分析が中心であるが､伝統舞踊の

保存を目的として､ラバノーテーションに代

表される舞踊記譜法による作品分析が1980年

代よりも活発に展開されるようになり､また

演出法として照明や音響に関するもの､衣装

製作､劇場空間をはじめとした演出環境を微

細に検討する研究も取り組まれるようになっ

た｡ 2000年代には､舞踊記譜法による作品分

析研究に加えて､舞踊のデジタルアーカイブ

化に取り組む研究が目に付くようになり､舞

踊の保存がこの領域の一つの柱として定着し

つつある｡

(舞踊療法)

1980年代までは舞踊療法に関する研究は確

認できないが､ 1990年代から心身の統合を目

的としたダンスムーブメントセラピー(ダン

ス･セラピー)に関する研究が取り組まれる

ようになる｡ 2000年代にはいると論文件数が

倍以上に増加し､ダンス･ムーブメントセラ

ピーによるストレスケア効果やダンス療法と

コミュニケーション等の研究が取り組まれて

いる｡

(舞踊教育法)

1960年代の研究は､その大部分を体育授業

における創作ダンスに関する実践研究が占め

ていた｡ 1970年代では舞踊の創作指導法に

関する研究､舞踊の技術･技能に関するも

の､舞踊的身体の育成と体力との関係､ダン

スの運動強度や呼吸数･心拍数について考察

したもの､舞踊運動の筋電図学的研究や動作

分析､ダンス観に関する調査研究､学習効果

等の研究が確認された｡ 1980年代の研究動向

は1970年代のそれとほぼ同様であるが､その

なかにあって1980年代後半からエアロビクス

ダンスに関する研究が､社会での流行ととも

に非常に増加したことが目に付くところであ

る｡ 1990年代は従来どおり指導法に関する研

究が多々見受けられるが､それ以外に民族舞

踊を題材とした授業研究､男女共修の授業実

践､即興表現､エアロビクスダンスやジャズ

ダンスをはじめとするリズム型ダンスの授業

実践､ラテンダンスの身体機能の変化､ダン

スの障害と予防に関する研究､障害者のダン

ス授業実践研究など､創作ダンスの枠組みを

超えて多種多様なジャンルのダンス指導研究

が展開されるようになったのが特徴的である｡

また論文件数が1980年代の倍近くに増加した

ことは特筆すべき研究動向としてあえられる｡

2000年代では､日本舞踊の体系化やモーショ

ンキャプチャを用いた舞踊動作解析､他分野

とのコラボレーションによる総合芸術表現教

育､車椅子ダンスや知的障害者のダンスプロ

グラム､映像資料を活用したダンス授業実践

など､研究内容は1990年代以上に明確に多様

化している｡ 1960年代から2000年代における

理論体系の実際的適用に関する応用領域の論

文総数を見ると477件あり､そのうち半数以上

が舞踊教育法に集中していた｡

以上で片岡が提示した舞踊学の体系に従っ
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て高等教育機関で発行された学術雑誌におけ

る舞踊研究の動向を各領域別に概観した｡舞

踊研究の総合的な動向をまとめると､時間の

推移とともに舞踊研究が様々な領域に拡がり

をみせていることが理解されるが､もう一方

で看過してならないのは､舞踊教育学･舞踊

教育法を合算した舞踊教育に関わる論文数が

他を圧倒していることである｡これは舞踊研

究が舞踊教育研究を基軸として展開されてき

たことを指し示すものであり､この基軸は将

来的にも揺るぎないものとして推測される｡

そこで舞踊研究の課題を次に導いていくに際

しては､舞踊教育研究を基底に据えた論拠が

必要とされるものと考えられる｡

4.舞踊教育研究の特色

舞踊教育の領域から舞踊研究の課題を浮き

彫りにするにあたり､舞踊教育研究としてと

りまとめた表5の｢舞踊そのものに関する一

般理論の体系｣の｢舞踊教育学｣および｢理

論体系の実際的適用に関する応用領域｣の｢舞

踊教育法｣の該当論文計487件のうち､舞踊教

育の根幹をなす学校体育に関わる論文計411件

を抽出して､舞踊教育研究の特色を明らかに

していきたい｡

その手がかりとして､日本の体育科教育学

研究を牽引する高橋健夫が提示した体育科教

育学の領域区分へ当該論文の分類を試みた｡

図1は､ (∋体育科教育の実践(授業)そのも

のを対象として行われる｢実践的研究｣ (授業

体育科教育の実践 仆8�ﾘｧx�暹/h,ﾈ����/��･記述.分析的研究 

的研究(授業研究) ����ｸ,h+X,JH馼��/�ｴﾂ�･プロセス.プロダクト研究 

近.分析したり､仮説の 唸4�4�5h8x92�8ｨ5H�ｸ6��

検証を行ったりする研究 唳�ﾘ鵁ﾋ94兩ｹd�,�.h.侈Hｸb�

仮説の提示†　　　1仮説の検証

体育科教育の実践の 仆8�耳耳耳耳痔ﾈｧx�暹/h,ﾈﾇi%3�ﾒ�･体育科の本質論 

ための理論的研究 �,ﾈ+ﾘ-�,ﾈﾊHｸb�･日的.目標論 ･内容論(教材論) ･カリキュラム論 ･方法論 ･評価論 ･学習環境論 

事実の提示†　　　1事実分析の視点

体育科教育の基礎的

研究

教授一学習過程の前提条

件に関かる基礎的研究

体育科教育学のメタ理論

的研究

･教師論

･学習者論(発達論)

･体育科教育史

･比較体育科教育学

･体育科教育の政策･制度論

･体育科教育を対象とする体

育の諸科学的研究

･体育科教育学の科学群論･

方法論

図1.体育科教育学の研究領域の層

(成田十次郎･前田幹夫編:『体育科教育学』ミネルヴァ書房､ 1987､ p.30より転載)
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表6.舞踊教育研究の領域別分類数

午 們���4侈Hｸb�理論的研究 舒��)4侈Hｸb�合計 

1950 �� ���1 

1960 ��2�3 唐�24 

1970 �32�12 唐�53 

1980 鼎��17 �3R�100 

1990 都r�19 �3��127 

2000 田��ll �3R�106 

合計 �#3��62 �����411 

研究)､ (参体育科教育の方法理念を体系的に明

らかにする｢理論的研究｣､ (参体育科教育の理

論や実践のための基礎的知識を提供するとこ

ろの｢基礎的研究｣の3層から体育科教育学の

研究課題領域が構成されている｡

学校体育に関わる舞踊教育研究をこの研究

課題領域に分類し年次別にまとめたのが表6

である｡合計の値から｢実践的研究｣ ｢基礎的

研究｣ ｢理論的研究｣の順で論文数が多いこと

が認められる｡まず最も論文数の多い｢実践

的研究｣については､何よりもダンスの導入

過程と符合した各ダンスの指導法に関する研

究を軸として展開されてきたことが指摘され

る｡学校体育に導入されたダンスの史的変遷

を辿っていくと､ 1960年代､ 1970年代の学習

者の主体的な学習を射程に入れた創作ダンス

にはじまり､ 1980年代以降のエアロビクス､

ジャズダンスに代表されるリズム型ダンス､

2000年代以降のロックやヒップホップをはじ

めとする楽しく踊ることを目的とした現代的

なリズムダンスや､フォークダンスに代表さ

れる外国の踊りだけではなく､自国の民族舞

踊を教材化にしようとする試み等､多種多様

化するダンス-の関心動向に合致するかたち

で､これらの指導法に関する研究が活発に取

り組まれてきた｡その他の代表的な研究につ

いて､男子もダンスの授業を履修することが

出来るようになったことを受けて､男女共修

の授業の実態について様々な観察法を用いて

学習者の行動に注目した研究､体力･運動能

力向上の観点からダンス授業における運動強

度や呼吸数･心拍数を調査したものがあげら

れる｡

｢実践的研究｣に次ぐ｢基礎的研究｣では､

教育機関における舞踊教育の位置づけに問題

の所在を据えた研究､舞踊教育思想史､地域

別舞踊史､時代別舞踊史をはじめとする舞踊

の一般史･個別史研究､諸外国の舞踊教育の

動向をまとめた研究が主として認められる｡

ここで留意しなければならない点は､表5よ

り舞踊教育研究に該当する論文のみを抽出し

た点で､そこから除外された動作解析による

研究や舞踊上演法に舞踊記譜法に関する研究

などは､学校教育の枠組みからはこぼれ落ち

るものの､舞踊教育の｢基礎的研究｣に位置

づけてしかるべき要素を十分に内包している｡

本研究では片岡が提示した舞踊学の体系に依

拠して舞踊関連論文を分類し､そこから抽出

-26-



された学校体育に関する舞踊教育関連論文を

高橋が設定した体育科教育学の研究課題領域

に基づいて分類するという手順を採用したこ

とから､その課程でとりわけ｢基礎的研究｣

に該当しうる論文が捨象された感は否めない

が､ ｢実践的研究｣の論文数に及ぶまでには至

らないことは想像のつくところである｡

最も論文数の少なかった｢理論的研究｣に

おいては､舞踊教育そのものの意義や教育的

価値に問題設定を据えた本質論的研究､海外

の舞踊教育カリキュラムを報告した研究､多

種多様化するダンスの教材論に関する研究が

大半を占めている｡図1から確認されるよう

に｢理論的研究｣は｢基礎的研究｣と｢実践

的研究｣のパイプ役を果たす位置づけがなさ

れている｡しかしながらここで明確にされた

｢理論的研究｣の停滞状況は､ ｢基礎的研究｣

における研究成果の発展性の希薄化や｢実践

的研究｣の研究根拠の脆弱性を端的に示すも

のである｡ここから懸念される事は､最も研

究数の多い｢実践的研究｣に向けた仮説の提

示が不十分で､逆に｢実践的研究｣で課題と

された仮設の検証が暖味にされてきたことが

十分に推測しうる点である｡これは舞踊教育

研究の学的一貫性の欠陥を如実に示すもので

あり､裏を返せばその時々のダンスムーブメ

ントに迎合した｢実践的研究｣の一時的性格

を暗に示すものとして捉えられよう｡体育科

教育学研究の全体像を把握したうえでの｢理

論的研究｣こそが､舞踊教育研究ひいては舞

踊研究の課題として提起されよう｡

5.まとめ一舞踊研究の展望にかえて一

本研究は高等教育機関で発行された学術雑

誌に掲載された舞踊関連論文に注目して､舞

踊研究の動向を把握したうえで､舞踊研究の
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課題を浮き彫りにすることを目的としたもの

であった｡そこで明らかにされた内容をまと

めると､以下のとおりである｡

①　片岡康子による舞踊学の体系に基づいて

舞踊関連論文の動向をまとめた結果､舞

踊研究の総合的な動向としては1953年の

舞踊美学に関する研究を端緒に､ 1960年

代から舞踊研究が舞踊教育学､舞踊美学･

舞踊芸術学､舞踊上演法の領域で本格的

に始動しはじめ､時間の推移とともに舞

踊研究が様々な領域に拡がりをみせて

いった｡さらに舞踊教育研究の論文数の

多さが他を圧倒していることを特徴とし

て､舞踊研究が舞踊教育研究を基軸とし

て展開されてきたことが明確にされた｡

(参　舞踊教育研究の根幹をなす学校体育に関

わる論文計411件を抽出して､舞踊教育研

究の特色を明らかにするため､高橋が提

示した体育科教育学の領域区分-の分類

を試みた｡その結果､論文件数では｢実

践的研究｣が一番多く､次いで｢基礎的

研究｣､ ｢理論的研究｣の順となった｡こ

のなかで｢実践的研究｣における指導法

研究の多さが適時的に変化のない点､ ｢基

礎的研究｣は｢実践的研究｣に次ぐ位置

となったが､分類作業過程において｢基

礎的研究｣に組み込まれる可能性を多分

に備えた論文が除外された点は留意せね

ばならない｡

(勤　最も論文数の少なかった｢理論的研究｣

の停滞状況は､ ｢基礎的研究｣における研

究成果の発展性の希薄化や｢実践的研究｣

の研究根拠の脆弱性を端的に示すもので

あり､最も研究数の多い｢実践的研究｣

に向けた仮説の提示が不十分で､逆に｢実

践的研究｣で課題とされた仮設の検証が



暖味にされている点である｡これは舞踊

教育研究の学的一貫性の欠陥を如実に示

すもので､体育科教育学研究の全体像を

把握したうえでの｢理論的研究｣こそが､

舞踊教育研究ひいては舞踊研究の課題と

して提起されるところである｡
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